
南出健一の経営放談１７ 

『団塊おじんのせい？ ふざけたこと言うな！』 

（2006 年 4月号） 

 

Ｑ. 

 団塊世代の定年を目前にして当社でもご多分に漏れず、その対応に頭を悩ませています。 当社は 100 年

近い歴史を持つエ作機械輸入の専門商社で、私は執行役員として昨年から情報システム部門を担当していま

す。 

 情報システム部門には団塊世代前後の現役システムエンジニア（ SE ) 10 人が在籍しています。 システム立

ち上げからの生き字引的存在であり定年延長を検討する矢先のことでした。 ある非公式な会合の席上、 30 

代の若手から「レガシーを後生大事に抱え込んでいるのは団塊のおじんがいるからだ」という暴言を耳にしてがくぜ

んとしました。 

 一方、経営トップから能力のある者は残せと指示され、過日、彼らに定年後の再雇用について聞いたところ全

員口裏を合わせたかのよ引こ「第 2 の人生は自由に」と言われて困り果てています。どうしたらいいものでしよう

か。 

 

Ａ. 

 2007 年。 団塊世代が定年を迎えるに当たり、メディアが特集を組むほど話題になっています。 会社人間の

典型のようにいわれ、彼らもまた当然のように一生懸命に働けば定年まで勤め上げられると思い込んでいた節が

ありました。 

 IT （情報技術）の世界でも汎用機全盛時代でしたから、電子計算機要員として入社からほとんど 1 ヵ所で

過ごした職人世代でもありました。 ですから貴社の同世代の人々も「べテラン中のべテラン」として重宝がられてき

たのです。 それでもこの十数年間、繰り返されたリストラの憂き目に遭ったのも大方は彼らの世代でした。 おそら

く信じ込んでいた企業とのかかわり合いがこれほど希薄で冷酷なものだったとは想像すらしなかったでしょう。 

 今日は早期退職した団塊世代が「プレミア付き退職金」をだまし取られながら、家族に支えられ「企業家」への

道を行く話を紹介させてください。 

 E 氏は外資系 IT 企業の部長を最後に「希望退職に応じれば規定の倍近い退職金を支払う」と言われ迷い

続けます。 当初、家族会議では女房や子供たちも早期退職に反対していたようです。 彼の「いま辞めれば退

職金は倍、引き延ばせば次はない」という一言に、家族は満場一致で賛成することにしました。 

連帯保証人になり、あげくに退職金を失う 

 E 氏は持ち慣れない大金を手にした途端、友人や知人から共同事業の話が次々に持ち込まれたのです。 中

でも取引先であった H 社からの携帯コンテンツ事業には強い関心を示しました。 今までの延長線でもあり気安

さも手伝い資本金 2000 万円で H 社の子会社を設立することになります。 



 設立登記では E 氏と H 社の専務が兼務で代表権を持ちましたが、実質的な経営は彼に委ねられることに

なりました。 とはいえ、銀行との交渉も小切手の扱いも知らない人間が突然、社長になったのですから当惑する

ことばかりでした。 

 会社設立から 1 年が過ぎようとしたある日、専務から「 H 社の年末資金手当ての連帯保証をしてもらいた

い」と打診を受けます。 E 氏は世話になる親会社の要請でもあり、考える暇もなく「二つ返事」で実印を押して

しまったのです。 そのころ、興信所から「 H 社の情報」が関係先を飛び交っていました。 彼にとって連帯保証で

おのれの首が締められるとは夢にも思わなかったことです。 

 E 氏は虎の子の退職金を失い子会社は整理されてより所のすべてを失いました。 しかし、世の中とは「捨てる

神」と「拾う神」が背中合わせでいるものです。 打ち砕かれた彼の気力を復活させたのはほかでもない、でんと居

座っていた「専業主婦」の「開き直り力」と健気な息子の「自己犠牲」でした。 この時初めて、家族とは何ものに

も替え難い宝物であることを知ったのです。 

 それから 3 年、彼はサラリーマン時代の半分の収入でも「退職金の代わりに大切なものが手に入った」と言い、

瞳はキラキラ輝いていました。 

会社のご都合主義に振り回されるな！ 

 さて、あなたからの一報で聞き捨てならないのは「古いシステムは団塊おじんのせい … 」とは何事ですか！ 若

者にふざけたことを言わせて黙っていたのですか。 そうでしょう、「ローマへの道は 1 日にして成らず」です。 団塊

の世代が「滅私奉公」したからこそ貴社の土台ができたのです。 

 その上に乗っかっている若者は誰かの受け売りで「レガシーだ、オープンだ」と騒ぎ立てているだけです。 どんな道

具を使おうと企業にとって扱いやすく内外にキチンと機能していればそれでいいのです。 何よりも大切なのは先輩

が営々として築いてきた「システムというモノ作り」の基本を学ばせることです。 失われ行く「モノ作り」は製造業に

限ったことではありません。 道具が維歩しても人間の「継承と創造の文化」がなければ何の価値も生み出せない

のです。 

 最後に、彼らを散々リストラの対象にしてきたくせに今度は会社のご都合主義だけで雇用延長とはこれ如何

に？ 「 … 自由に生きたい」団塊世代の皆さん、遠慮なく自分と女房と仲間のために「楽しい時代」を築いてく

ださい。 

 


